
お客様とのお取引構成�
 �
■預金の状況　�

■貸出金の状況�

　きらやか銀行では、地域のお客様の多様化するニーズにお

応えするため、各種キャンペーンの実施など、お客様にとって魅

力のある商品のご提供に努めております。�

　総預金残高（譲渡性預金を除く）11,270億円のうち、山形

県内のお客様からお預かりしているご預金の残高は9,607億

円で、その割合は85.25％となっております。�

　地域のお客様からお預かりした大切なご預金は、地域の発

展のために運用させて頂いております。�

　主に山形県内の企業や個人のお客様の資金需要に積極

的にお応えしてまいりました結果、総ご融資残高8,608億円の

うち、山形県内向けのご融資残高は6,375億円で、その割合は

74.06％となっております。�

　地域経済を支える中小企業の皆様の資金ニーズにお応え

するため、円滑な資金の供給に向け積極的かつ迅速に対応し

ております。�

　中小企業等向けご融資残高は7,563億円で、総ご融資残

高に占める割合は87.86％となっております。また、山形県内の

中小企業等向けご融資残高は5,750億円で、山形県内向けご

融資残高の90.20％と、高い比率となっております。�

�

（平成19年9月末現在）�

（平成19年9月末現在）�

（平成19年9月末現在）�

※ 金額は単位未満を切り捨てて表示しております。     �
※ 比率は小数点第３位を四捨五入して表示しております。     �
※ 預金には譲渡性預金を含みません。     
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地域社会への各種支援活動�
�

■山形大学人文学部並びに山形大学地域共同研究

センターとの連携協力協定の締結�

　平成１９年１０月９日、

国立大学法人山形大

学人文学部並びに国

立大学法人山形大学

地域共同研究センター

と「連携協力協定」

を締結いたしました。�

　これまできらやか銀行では、「きらやか産業賞（旧し

あわせ産業賞）」「ベンチャービジネス奨励賞」選定

への山形大学工学部のご協力･ご参加のほか、山形

大学地域共同研究センターとの「科学技術相談取次

ぎ」業務などで連携を図ってまいりました。�

　今回の連携協力協定により、山形大学（人文学部、

地域共同研究センター）が有する研究成果や学術に

関する情報と、きらやか銀行が持つ企業情報・地域情

報を連携させることで３者のパートナーシップを構築し、

お互いの強みやネットワークを活用した地域に貢献

する活動を行ってまいります。�

�

■「公務地域振興室」の設置�

　きらやか銀行では、地域に根ざす銀行として地域

社会の発展・地域経済の活性化により一層貢献する

ため、「公務地域振興室」を設置いたしました。�

　「公務地域振興室」は、地域振興の専門部署として、

地場産業・観光事業等の産業支援策の企画立案・

推進をはじめとした地域経済活性化に関する活動に

取り組むほか、地域経済・産業等に関する調査も手

掛けてまいります。�

�

�

■飲酒運転の撲滅を目指して �

　－啓蒙映画の無料上映会開催－�

　近年、飲酒運転に

よる悲惨な事故が全

国的に後を絶ちません。�

　平成１９年９月１９日、

きらやか銀行は三井

住友海上火災保険

株式会社と共同で、飲酒運転の撲滅を目指すことを目

的とした啓蒙映画「ゼロからの風」の無料上映会を

山形市の遊学館ホールで開催いたしました。�

　ご来場いただいた大勢のお客さまには、飲酒運転

の恐ろしさを再認識していただくとともに、「飲酒運転

をしない・させない」との誓いを新たにしていただけた

ものと考えております。�

�

■ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置�

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

とは、突然の心停止（心臓突然

死）の際に、痙攣を起こした心

臓に電気ショックを与え、正常な

状態に戻す救命救急機器です。�

　突然の心停止で亡くなる方は、1日約100人、年間３

万人から５万人にも達しています。心停止に対する対

処は短時間での処置が救命の重要な要素とされており、

ＡＥＤは、医療従事者でない一般市民にも広く使用が

認められるようになった平成１６年７月以降、救命救急

機器として公共施設を中心に設置が進んでいるものです。�

　きらやか銀行では、ご来店いただくお客さまや地域

の皆様が万一救命救急措置を必要とした場合に備え、

本店営業部、桜町支店、中央営業部、北営業部、

本社ビルの５か所にＡＥＤを設置しております。�

�
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□営業時間（桜町コンサルティングステーション、桜町支店とも）�

�

�

�

□休業日（桜町コンサルティングステーション、桜町支店とも）�

平日 ： 午前9時～午後7時�

土曜日・日曜日 ： 午前10時～午後5時�

� 年末年始（12月31日～1月3日）�

� 4月29日、5月3日～5月5日�

� 「国民の祝日」（ただし、祝日が土日と重複した場合は�

　 除く）、及び「振替休日」�

■「こども110番連絡所」への取り組み�

　最近、子供が巻き

込まれる凶悪な犯罪

が全国で多発しており、

地域での安全対策が

大きな課題となってい

ます。�

　きらやか銀行では地域のこどもを守るため、平成１９

年１２月２１日より、万一の場合に逃げ込める場として、

山形警察署管内（山形市、山辺町、中山町）所在の

本支店３２店舗で、「こども１１０番連絡所」への取り

組みを開始いたしました。�

�

地域の皆さまの利便性向上に向けた�
取り組み�
�

■「桜町コンサルティングステーション」の開設と桜町支

店の平日窓口延長・土日営業�

　平成１９年１２月３日、個人のお客様の資産運用相談・

住宅ローンや各種ローン相談にお応えするコンサルティ

ングステーションを桜町支店内に開設すると同時に、

桜町支店の平日窓口時間延長・土日営業を開始いた

しました。�

　相談業務に特化し

たコンサルティングス

テーションと通常の支

店を同じ店舗内に併

設することで、様々な

ご相談にお応えする

ほか、お客様への商品説明からお取引の締結まで一

貫した手続をスムーズにご提供いたします。�

　また、コンサルティングステーション内で資産運用等

のイブニングセミナーや土日セミナーを定期的に開催し、

地域の皆さまのお役に立つことを目的のひとつとして

おります。�

　平日のお仕事帰りや休日に、お気軽にご来店くだ

さい。�

�
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